
 

２０２０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【北九州市】 

学校名【北九州市立 西小倉小学校】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

（学 年 ･人 数） 

全校児童（８４２名） 
 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科等名（       ） 

② 行事名 （       ） 

③ その他 （   ○   ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標 

 （ねらい） 

○ 東京オリンピック・パラリンピックに向けて、書籍を読むこ

とを通して理解を深めたり興味をもったりすることができる

ようにする。 

５ 取組内容 ロンドン2012パラリンピック金メダリスト小宮正江選手を講師と

して招き講演会・体験会を行う予定であったが、新型コロナウイルス

感染症により中止となった。 

代替措置として、図書室にオリンピッ

ク・パラリンピック関連コーナーを設け、

関連図書を閲覧することができるように

した。 

６ 主な成果 

 

〇 オリンピック・パラリンピックについて知ることで、興味を

もったり、応援しようとする気持ちをもったりすることができ

た。 

〇 パラリンピアンの姿から、困難なことがあっても、自分も前

向きに頑張ろうとする気持ちをもつことができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○ オリンピック・パラリンピックについての最新の情報を示す

ことで、児童が興味をもってオリンピック関連のニュースをみ

たり、障がい者スポーツに興味をもてるようにした。 

８主な課題等 〇 コロナ禍においても、スポーツやオリンピックに興味をもて

るように書籍のみだけでなく、様々なアプローチをしたい。 

９来年度以降の

実施予定 

〇 来年度はできれば、パラリンピアンを招いての講演会・体験

会などを行いたい。総合的な学習の時間との関連を図り、事前

指導・事後指導を計画的に行う必要があると考える。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 


